
【参加者の声】 

 恐怖があったり、不安があったりするのに、それを楽しかった

り挑戦しようと思えたりするのは不思議だなと思いました。 

 今後、自分がやっていきたいことや活動のヒントをもらうこと

ができた。 

【担当者より】 

 今年度初の大学生を対象としたTAP研修でした、参加者は同じ学

校のサークルメンバーという事で、ある程度人間関係ができてい

る状態でのスタートでしたが、自分たちの現状を理解し、グルー

プ内をさらに良い状態にするための方策を探す機会となったよう

です。また、徳地の教育事業の根底にあるTAPの考え方をボランテ

ィアに来ている学生に知ってもらうことができたようした。 

 課題としては、やはり参加者を集めるのが難しいと思います。

今後、「コミュニケーション力の向上」をキーワードに就職支援の

視点から学生対象のTAP研修会を開催するのもニーズがあるので

はと考えます。 

 
 
 
 
 

【目 的】 

「徳地アドベンチャー教育プログラム」（以下，ＴＡＰ）の体験を通して，集団の力を借りながらコミュニケーションの楽しさや手段を学ん

でいくことで、人間関係の育み方を知る。また、個を振り返ることで、これからの人格形成の一助となる知識を得る。 

【参加者】8名 

【プログラムの内容】 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
  
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

国立山口徳地青少年自然の家 教育事業 

TAP 研修会 for students 

１日目 

１０：００ 開講式、オリエンテーション 

１０：３０ セッション①「アイスブレイク等」 

１３：００ セッション②「イニシアチブ・ローエレメント等」 

１９：００ セッション③「理論、being」 

 

２日目 

９：００ セッション④「ハイエレメント」 

１３：００ セッション⑤「ハイエレメント・being」 

１６：００ 閉講式  

 

 
 ２日目はハイエレ

メントをしました。

お互いに声を掛け合

いながらチャレンジ

ャーを精一杯支えて

いました。 

 

午後からは、ロー

エレメントをメイン

に行いまいた。参加

者は自分のいつもの

立ち位置を意識しな

がらそこからアドベ

ンチャーしていまし

た。 

セッション② 

セッション④ 

ふりかえり 

平成 30 年 2月 19日（火）～20 日（水） 

セッション① 

午前中は、心をほぐ

すための活動をした

のち、「何を学びにき

たのか」「チームに必

要なものはなんなの

か」を出し合い、午後

からの活動につなげ

ていきました。 

 午後はハイエレメ

ントの続きをしまし

た。高いところで同じ

恐怖を感じながら支

え合うことで、仲間の

大切さを学びました。 

 最後は、ふりかえり

をし、学んだことをこ

れからどう生かすか
を考えました。 

実習Ⅲ「実習Ⅱのつづき（ふりかえり）」 

 

夜は、みんなで協

力して課題解決をす

る活動をしました。

お互いに声を掛け合

いながら楽しんでい

ました。 

その後、TAPの基本

的な理論について学

びました。 


